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⽇本メディア学会 
第 40 期第 10 回理事会 議事録 

⽇時：2026 年 7 ⽉ 25 ⽇（⼟）10：00〜11：00 

場所：Zoom によるオンライン開催 

出席者（23 名）：理事＝阿部、飯⽥、伊藤、太⽥、⾳、⼩⿊、河崎、澤、四⽅、千葉、辻、津⽥、中、林、藤

⽥（真）、藤⽥（結）、松尾、松永、⽔越、光岡、⼭⼝、⼭腰 ／ 監事＝⼟屋 

⽋席者（2 名）：理事＝⻄⽥ ／ 監事＝柴野 

事務局出席者（４名）： 安、イム、藤嶋、松村 

１．審議事項 

1. 第 40 期第 9 回理事会議事録（案）について（総務担当）

→ 原案どおり承認された。

2. 2026 年総会議事録（案）について（総務担当）

→ 総会議事録を会員に公開する⽅針について、総会資料の公開範囲、とりわけ財務状況の公開の

あり⽅について意⾒交換が⾏われ、監査報告書を除いたうえで公開することで承認された。ただ

し、会員マイページから総会資料を閲覧できるようにするなど、より適切な情報公開のあり⽅につ

いて、事務局で引き続き検討することを確認した。 

3. 論⽂の転載許可について（編集委員会）

→ 杉⼭怜美会員の依頼について、原案どおり承認された。

4. 会員の⼊退会について（総務担当）

→ ⼊会希望者 6 名、退会希望者 1 名について、承認された。

5. その他

→ とくになし。

（次⾴に続く） 

Ahn Eunbyul
取り消し線
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２．報告事項 

１．⼀般会務報告 

1）事務局報告

→ 藤⽥総務担当理事より、内川芳美基⾦運営委員会および内川芳美記念メディア学会賞の

選考委員会の⽴ち上げについて検討を進めており、次回以降の理事会で提起する予定である

ことが報告された。 

2）委員会報告

(1) 企画委員会

→ 2026 年春季⼤会が盛況のうちに終了したことが報告された。現在ワークショップ

記録を取りまとめ中であること、ならびに秋季⼤会の企画募集を 8⽉ 15 ⽇締切で進め

ていることが周知された。あわせて、国際委員会による国際シンポジウムの企画につい

ても、8⽉末を⽬処に提出を求める旨の要請が⾏われた。 

(2) 研究活動委員会

→ とくになし。

(3) 編集委員会

→ 『メディア研究』109号は 8⽉下旬刊⾏予定であること、110号については現在査

読を進めていることが報告された。 

(4) 国際委員会

→ 韓国⾔論学会との交流について、10 ⽉に林会⻑および澤委員⻑が韓国を訪問予定

であることが報告された。 

(5) 学会制度改⾰ワーキンググループ

→ 賛助会員の拡⼤に向けた取り組みの⼀環として、ワークショップ等の企画を検討し

ていることが報告された。 

(6) ダイバーシティ推進ワーキンググループ

→ とくになし。

２．その他 
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→ 内川芳美基⾦の運営状況、および内川芳美記念メディア学会賞の選考委員会および推薦委員会に

ついて、現状の確認が⾏われた。 

以上 




